
 

 

開催日 2012 年 5 月 20 日（日） 

9:30 決勝スタート  12:25 チェッカー 

天候  曇り 

最高気温 22.1℃（12 時） 

場所  スパ西浦モーターパーク 

参加台数 31 台 

 

2012 年ＧＴ耐久東海シリーズの第２戦が 5 月 20

日に愛知県蒲郡市のスパ西浦モーターパークで

開催された。 

曇り空で日差しは無かったものの、5 月の過ごし

やすい気温も相まって絶好のレース日和となっ

た。 

昨年までは義務ピットイン時の時間管理をタイムカードで行なっていたが、今シーズンからは計時上のラップタイム

での管理に変更となった。これによりピット停止時間はチーム戦略の一つとなったが、僅差での争いにおいては、この

戦略の成否が結果を左右しそうである。 

 

 

■「１＋２Ｃ」クラス（1500cc 以下の NA 車と、1200cc 以下の過給機付き車のクローズドクラス） 

このクラスは小排気量車両がエントリーするが、中でも 1000cc 以

下のＮＡ車は「義務ピット時間が 2 分短くなるハンディー」をもらうこと

が出来る。  

今シーズン初エントリーとなる#27「ルブロスＰＲＯＦＩＴヴィッツ！」は

990cc であるため、このハンディーが適用される。 

このクラスは、開幕戦で優勝した#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」

と、開幕戦での転倒から見事復活してきた#449「金沢工大自動車部

ストーリア」を含め 3 台での争いとなった。 

 

■予選 

予選 1 番手のタイムを記録したのは、学生チームの#449「金沢工

大自動車部ストーリア」。タイムは 1'08.077 をマークする。 

2 番手には#27「ルブロスＰＲＯＦＩＴヴィッツ！」が 1’11.118 で続き、前

回優勝の#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」は 1'11.639 でクラス 3 番

手からのスタートとなる。 

 

■序盤 

予選 1 位からスタートの#449「金沢工大自動車部ストーリア」は、

序盤快調なペースで周回を続ける。スタートから 1 時間経過時点で

も 1 位の座をキープし、周回数は 40LAP を記録する。 

2 位には#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」が浮上してくる。トップ

から 1 周ダウンの 39LAP に付け、1 位を射程圏内に捉えての走行と

なる。 

#27「ルブロスＰＲＯＦＩＴヴィッツ！」も 3 位ながら、2 位と同一周回

の 39LAP を走行。この時点ではほぼ三つ巴状態となる。 
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■終盤 

1 時間時点でトップを走行していた#449「金沢工大自動車部ストーリア」であったが、1 時間 10 分が経過したところ

で突然のスローダウン。無念の 2 戦連続リタイヤとなってしまう。 

2 時間経過時点では#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」が 71LAP でトップに立つ。しかし 2 位の#27「ルブロスＰＲＯＦ

ＩＴヴィッツ！」は 70LAP に付けており、ラスト 1 時間での勝負となる。 

 

■最終結果 

僅差での争いを制しトップでチェッカーを受けたのは、#41「ＤＸＬシーワンＮチームシティ」であった。93LAP を走行

し、追いすがる#27「ルブロスＰＲＯＦＩＴヴィッツ！」を 1 周差で振りきった。 

#27「ルブロスＰＲＯＦＩＴヴィッツ！」はピットタイムハンディーを最大限に活かしたが、惜しくも優勝には手が届かなか

った。 

今回箱替えで臨んだ#449「金沢工大自動車部ストーリア」だが、序盤はトップを走行していただけに悔しいリタイヤと

なった。 

このクラス、エントリー台数は少なめではあるが、各チームの実力が拮抗しているだけに、第 3 戦以降も僅差の争い

となりそうである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■３Ｃクラス（150１cc 以上の NA 車と、1201cc 以上の過給機付き車のクローズドクラス） 

前回開幕戦では 10 台がエントリーし激戦となった３Ｃクラス。今

回はさらに多い 12 台のエントリーとなる。 

開幕戦は雨の中でのレースであったため、パワー的に不利なマシ

ンが上位に来たりと、ドライ時のレースとは違った展開が見られた。

今回は終始ドライでのレースとなり、パワー的に有利なＶＴＥＣ勢が

上位を占めることになるのか。 

 

■予選 

予選1位となったのは、開幕戦の優勝チーム#28「野村俊和爆笑

誕生日スターレット」。おどけた車両名とは裏腹に、1’02.572 のタイ

ムをマークして、総合でも 3 番手となるグリッドをＧＥＴする。 

2 位には今年初参加となる、#51「ヒロエンタープライズＥＦ９」が

1’03.287 のタイムで入ってくる。 

3 位は前回 4 位の#106「Ｄ＆Ｍプジョー１０６」が 1'04.348 で、4 位は

前回準優勝を収めた#450「味長持ち 3 時間アコード」が 1’04.868

で続く。 

以下 5 位に 1'05.086 で#960「ＴｅａｍＫＲＳ ＷＭ ＤＬ ＥＧ６」、6 位に

1’05.633 で#75「ＤＸＬ ＳＰＭシーワンＥＰ８２」と続いた。 

 

■序盤 

1 時間が経過した時点での 1 位は、なんと予選 11 番手からスタ

ートした#52「ヒロエンタープライズＤＣ２」がスーパージャンプアップ。

周回数は 46LAP を記録する。 

2 位には 1 番手スタートの#28「野村俊和爆笑誕生日スターレット」

が 44LAP で、3 位には#51「ヒロエンタープライズＥＦ９」が 43LAP で

続き、スタート上位チームが好位置をキープし続ける。 

42LAP での 4 位には、予選 8 位から大きく順位を上げた#111「Ｓ‘ｔ

ｅｃＡＥ１ファジートレノ」が入ってくる。 

5 位から 7 位までも 4 位と同一の 42LAP を走行。5 位に#960「Ｔｅａ

ｍＫＲＳ ＷＭ ＤＬ ＥＧ６」、6 位に#75「ＤＸＬ ＳＰＭシーワンＥＰ８

２」、7 位に#830「ＷＭ ＣＬＮシビック」のオーダーとなる。 

 

■終盤 

2 時間経過時点では予選 1位スタートの#28「野村俊和爆笑誕生

日スターレット」が再び 1 位に浮上してくる。周回数は 78LAP とな

る。 

2 位もまた予選の順位そのままに、#51「ヒロエンタープライズＥＦ

９」が続き、77LAP でトップと僅差に付ける。 

3 位と 4 位は 76LAP で、#106「Ｄ＆Ｍプジョー１０６」、#111「Ｓ‘ｔｅｃ

ＡＥ１ファジートレノ」が続き、激しい表彰台争いを繰り広げる。 

75LAP を走行したのは、5 位の#830「ＷＭ ＣＬＮシビック」1 台であ

ったが、続く 74LAP には、#75「ＤＸＬ ＳＰＭシーワンＥＰ８２」、#450

「味長持ち 3 時間アコード」、#52「ヒロエンタープライズＤＣ２」、#960

「ＴｅａｍＫＲＳ ＷＭ ＤＬ ＥＧ６」の 4 台が並び、6 位入賞を掛けてラ

スト 1 時間に臨んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



■最終結果 

激戦の３Ｃクラス。トップでチェッカーを受けたのは、予選 1 位か

らスタートした#28「野村俊和爆笑誕生日スターレット」で、周回数

は 103 周であった。ピットのタイミングにより、序盤一時的に 2 位の

ポジションになったものの、実質的には終始 1 位の座をキープし、

開幕から 2 連勝を飾った。 

2 位でフィニッシュしたのは、#111「Ｓ‘ｔｅｃＡＥ１ファジートレノ」。102

周を走行し、昨年第 2 戦以来の嬉しい表彰台となった。 

3 位には 2 位から遅れることわずか 10 秒で、#830「ＷＭ ＣＬＮシビ

ック」がチェッカーを受けた。 

4 位には終盤に順位を上げてきた#75「ＤＸＬ ＳＰＭシーワンＥＰ８

２」が、101LAP で続いた。 

終始トップを捉える位置にいた#51「ヒロエンタープライズＥＦ９」であ

ったが、最終的には 100LAP の 5 位でフィニッシュとなった。 

以下 6 位に 100LAP の#450「味長持ち 3 時間アコード」、7 位と 8

位は 98LAP で#36「剛式レーシング３１８ｉｓ耐久号」、#106「Ｄ＆Ｍプ

ジョー１０６」と続いた。 

ウエットでもドライでも速さを見せた#28「野村俊和爆笑誕生日スタ

ーレット」。第 3 戦以降もこの勢いは続くのか、もしくは連勝ストッパ

ーが現れるのか。 

 

 

 

  



■ＯＰクラス（排気量区分無しのオープンクラス） 

 改造範囲の広いＯＰクラスは、今年から排気量の区分けが無くな

った。このためシティ、マーチ、スターレットといった小排気量車か

ら、シビック、８６といったライトウエイト車、そして１８０ＳＸなどの２Ｌ

ターボ車までが同じ土俵の上で戦うことになり、今回は過去最多と

なる 16 台のエントリーが集まった。 

開幕戦はウエットコンディションであったが、優勝したのは小排気

量車のスターレット。しかし今回は完全ドライの路面状況。果たして

大排気量車の巻き返しなるか！？ 

 

■予選 

予選ベストタイムをマークしたのは#18「T-BODY エクセルインテ

グラ」。総合でもトップとなる 1’01.695 をマークしてポールポジショ

ンをＧＥＴ。スターティンググリッドでのレースクイーンとの２ショット

撮影権を獲得する。 

同じくグリッド最前列となる2 位を獲得したのは#83「ＵＲＧ ＷＭ Ｃ

ＬＮシビック」で、タイムは 1’02.146 をマーク。 

3 番手に入って来たのは小排気量車の#110「ＤＸＬアライメント浜松

シティー」。1'02.639 でグリッド 2 列目のポジションに付ける。 

4 番手は開幕戦で惜しくも準優勝に終わった#6「ソーワフレミングシ

ビック」でタイムは 1'03.627 をマーク。 

以下、5 位にはシビック 4 ドア車でエントリーの、#96「ＴｅａｍＫＲＳ制

動屋ＤＬ ＥＧ９」が 1'03.749 で、6 位には小排気量の#84「浜松日産

ｗｉｔｈメビウスマーチ」が 1'04.056 で続く。 

ちなみに 7位の#56「ＲＳ正和ナフティースターレット」は 1’04.537、8

位の#2「ＮＧＲＳレビン」は 1’04.598、9 位の#180「Ｍ．Ｍ．Ｓ１８０Ｓ

Ｘ」は 1’04.857 と、従来なら上位に入りそうなタイムを残すものの、

エントリー台数が多いために中盤の順位に甘んじてしまう。 

 

■序盤 

 ポールスタートの#18「T-BODY エクセルインテグラ」は快調なペ

ースで決勝を走り始めたが、わずか 10 周の時点でコースアウト。

早々に上位争いから脱落してしまう。 

1 時間経過時点では、1 回目のピットを先送りした#84「浜松日産ｗｉ

ｔｈメビウスマーチ」が 48LAP で 1 位に立つ。 

2 番手以下は既に 1 回目の義務ピットを終えているため、約 5LAP

周回数が減る計算となる。このため 2 位に付けていた#83「ＵＲＧ 

ＷＭ ＣＬＮシビック」は 44LAP ではあったが、ピット時間を考慮す

ると実質の 1 番手となる計算になる。 

そして 3 位から 7 位までの 5 チームが、43LAP の同一周回で続く。

3 位に#6「ソーワフレミングシビック」、4 位に#110「ＤＸＬアライメント

浜松シティー」、5 位に#96「ＴｅａｍＫＲＳ制動屋ＤＬ ＥＧ９」、6 位に

#80「ハガクリニック シンワ サクソ」、7 位に#2「ＮＧＲＳレビン」とい

うオーダー。 

8 位の#56「ＲＳ正和ナフティースターレット」と 9 位の#180「Ｍ．Ｍ．

Ｓ１８０ＳＸ」も42LAPに付け、6位入賞圏内を目指して多くのチーム

がしのぎを削る。 

 

 

 

 

 



■終盤 

 2 時間経過時点でも#84「浜松日産ｗｉｔｈメビウスマーチ」がトップ

のポジションを走り続ける。周回数は 79LAP をマーク。 

しかし 2 位の#83「ＵＲＧ ＷＭ ＣＬＮシビック」も、同一周回に付け

てくる。 

3 位には 78LAP で#110「ＤＸＬアライメント浜松シティー」が続く。 

4 位と 5 位は同一の 77LAP で、#180「Ｍ．Ｍ．Ｓ１８０ＳＸ」、#6「ソー

ワフレミングシビック」というオーダー。 

6 位の#2「ＮＧＲＳレビン」は 75LAP と、5 位から少し周回が開く。 

しかし 7 位の#96「ＴｅａｍＫＲＳ制動屋ＤＬ ＥＧ９」は 74 周、8 位の

#56「ＲＳ正和ナフティースターレット」は 73 周と、入賞圏内を掛けた

争いが激しさを増す。 

 

■最終結果 

終盤にピットタイミングを味方に付けた#110「ＤＸＬアライメント浜

松シティー」が、逆転で優勝をものにした。周回数は 105LAP であっ

た。 

終盤までトップ争いを繰り広げていた#83「ＵＲＧ ＷＭ ＣＬＮシビッ

ク」であったが、ピット運を味方に付けられず 103LAP の 2 位でチェ

ッカーを受けた。 

3 位はピット運に恵まれた#96「ＴｅａｍＫＲＳ制動屋ＤＬ ＥＧ９」が

103LAP でゴールし、シリーズポイントをトップにまで伸ばした。 

4 位には終始トップのポジションを走り続けた#84「浜松日産ｗｉｔｈメ

ビウスマーチ」が102LAPでゴールする。4位ではあったが、小排気

量車ながら見事なレース展開を見せた。 

5 位と 6 位は共に 101LAP。この争いを制したのは#6「ソーワフレミ

ングシビック」で、#180「Ｍ．Ｍ．Ｓ１８０ＳＸ」は惜しくも 6 位となる。 

開幕戦優勝の#56「ＲＳ正和ナフティースターレット」は 99LAP での

7 位、また開幕戦 5 位の#17「カムコ１．３改スイフト」は 97LAP での

8 位に終わるなど、第 2 戦の戦いの厳しさを伺わせる結果となっ

た。 

シリーズポイント争いでは抜きん出たチームが現れておらず、しば

らくはポイント争いが混沌としそうである。 

 

 

 

 

  



 

 

  

  


